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発
見
！
広
根
・
猪
渕
遺
跡

～ 

先
人
た
ち
の
暮
ら
し
を
明
ら
か
に 

～

高橋 祐子 田野 香織

◆
今
回
発
見
さ
れ
た
広
根
遺
跡
と
猪

渕
遺
跡
で
す
が
、
工
事
前
か
ら
遺
跡

の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
た
の
で
す

か
？

　

遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
場
所
の
地
表

に
は
、
土
器
な
ど
の
破
片
が
落
ち
て

お
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
あ
た
り
に
遺

跡
が
眠
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

県
の
教
育
委
員
会
が
平
成
18
年
に

新
名
神
用
地
に
お
け
る
遺
跡
の
分
布

調
査
を
行
い
、
同
22
年
に
改
め
て
遺

跡
確
認
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

◆
具
体
的
な
調
査
の
方
法
は
？

　

ト
レ
ン
チ
調
査
（
試
し
掘
り
）
に

よ
っ
て
遺
跡
の
有
無
や
分
布
状
況
を

調
べ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
遺
跡
の
存

在
が
明
ら
か
に
な
り
、
全
面
調
査
へ

と
進
み
ま
す
。

◆
町
内
に
は
ほ
か
に
も
遺
跡
が
眠
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

町
内
に
は
今
の
と
こ
ろ
、
遺
跡
が

あ
る
と
さ
れ
る
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

が
１
７
４
カ
所
あ
り
ま
す
。
生
涯
学

習
課
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
分
布
地

図
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
ま
ち
づ
く
り
技

術
セ
ン
タ
ー
埋
蔵
文
化
財
調
査
部

（
☎
０
７
９
・
４
３
７
・
５
５
６
１
）

～
編
集
後
記
～

　

遺
跡
と
聞
く
と
、
奈
良
や
京
都
を
想

像
し
ま
す
が
、
町
内
に
も
古
代
か
ら

人
々
が
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
今
回
の

調
査
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
立
考
古
博
物
館
（
加
古
郡
播
磨

町
）
で
は
県
内
の
発
掘
調
査
と
出
土
品

整
理
に
よ
る
最
新
の
研
究
成
果
を
公
開

中
で
す
。

こ
こ
が
知
り
た
い
！

～ 

県
の
調
査
担
当
者
に
聞
き
ま
し
た 

～

　兵庫県まちづくり技術セン
ターによる両遺跡の発掘調査
の現地説明会が、3 月 2 日に
開催されました。
　当日は雪の降りしきる中、
町内だけでなく、近隣市町な
どからも多くの人が集まり、
参加者数は 260 人にものぼ
りました。
　参加者は現地に到着後、テ
ント内に展示された犬形土製
品や赤間石製の硯、青磁椀、
瓦器椀などの出土品を観賞。
その後、まちづくり技術セン
ターの職員に説明を受けなが
ら遺跡を見学しました。

～ 

広
根
・
猪
渕
遺
跡
の
現
地
説
明
会 

～

　

新
名
神
高
速
道
路
の
高
槻
―
神
戸

間
は
、
平
成
28
年
度
内
の
開
通
を
目

指
し
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。（
Ｐ
２
参
照
）

　

こ
れ
に
伴
い
、
兵
庫
県
ま
ち
づ
く

り
技
術
セ
ン
タ
ー
（
県
立
考
古
博
物

館
内
）
で
は
、
町
内
の
高
速
道
路
建

設
予
定
地
を
調
査
し
、
発
見
さ
れ
た

広
根
遺
跡
と
猪
渕
遺
跡
の
発
掘
調
査

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
の
調
査
状
況
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　2 月 28 日、広根遺跡の発
掘調査の現場を見学しまし
た。ショベルで遺跡の表土を
掘り下げたあと、数十名の発
掘調査員がくわやスコップな
どを使い、手作業でていねい
に遺跡の全貌を明らかにして
いきます。
　これらの遺跡は細かく記録
に残され、発掘調査終了後は
高速道路が建設されます。

～ 発掘調査の様子 ～

～ 広根・猪渕遺跡の現地説明会 ～

写真左から現場説明会での様子、猪渕遺跡全景（西側から撮影）

猪 渕 遺 跡

広 

根 

遺 

跡

▶
広
根
遺
跡
の
屋
敷
跡
（
南
側
か
ら
撮
影
）

Ｎ 至篠山

至川西

至切畑
県道 切畑猪名川線

猪渕川

つつ
じが
丘小
学校

コンビニ

広根奥の谷

県
道
川
西
篠
山
線

猪渕遺跡
発掘調査現場

広根遺跡①
発掘調査現場

広根遺跡②
発掘調査現場

猪渕口バス停

猪渕口バス停

　

平
成
23
年
よ
り
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
縄
文
時
代

か
ら
近
世
に
わ
た
る
複
合
遺
跡
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

広
根
遺
跡
の
中
心
は
、
鎌
倉
時
代

か
ら
室
町
時
代
の
多
田
荘
名
主
層
の

も
の
と
思
わ
れ
る
屋
敷
跡
で
す
。

　

山
の
あ
る
北
側
を
除
く
三
方
を
堀

に
囲
ま
れ
た
広
大
な
屋
敷
跡
（
東
西

約
45
ｍ
×
南
北
約
30
ｍ
）
か
ら
は
、

５
棟
以
上
の
掘ほ

っ
た
て
ば
し
ら
た
て
も
の
あ
と

立
柱
建
物
跡
や
井

戸
、
木も

っ
か
ん
ぼ

棺
墓
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。

 

出
土
し
た
暮
ら
し
の
跡

◆
古
墳
時
代
後
期
の
遺い

こ
う構
（
柱
穴
な

ど
）

◆
室
町
時
代
以
降
の
耕
作
痕こ

ん
せ
き跡

◆
近
世
酒
造
り
の
遺
構
、
か
ま
ど

●
縄
文
時
代
の
土
器
・
石
器

●
弥
生
時
代
前
期
の
土ど

き器
棺か

ん

●
室
町
時
代
の
赤あ

か
ま
い
し

間
石
の
硯

す
ず
り

●
織し

ょ
く
ほ
う豊
時
代
の
犬い

ぬ
が
た
ど
せ
い
ひ
ん

形
土
製
品

　

特
に
赤
間
石
の
硯
と
犬
形
土
製
品

は
注
目
を
集
め
、
２
月
28
日
の
新
聞

５
紙
が
広
根
遺
跡
に
関
す
る
記
事
を

大
き
く
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

山
口
県
の
赤
間

石
を
使
っ
た
硯
が

見
つ
か
り
、
筆
置

き
と
水
差
し
置
き

が
一
体
に
な
っ
た

硯
箱
の
一
部
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

赤
間
石
製
の
硯
は
全
国
的
に
出
土

例
が
非
常
に
少
な
く
、
当
時
の
武
家

や
公
家
が
使
っ
た
最
高
級
品
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

水
田
わ
き
の
水
路
か
ら
見
つ
か
っ

た
犬
形
土
製
品
。
体
長
約
５
㎝
、
垂

れ
耳
と
く
る
り
と
巻
い
た
し
っ
ぽ
が

特
徴
で
、
子
犬

の
よ
う
に
見

え
ま
す
。

　

犬
形
土
製

品
が
多
数
見

つ
か
っ
て
い

る
大
坂
で
は
、

子
ど
も
の
お

も
ち
ゃ
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
広
根
遺
跡
で
は
水
路
か
ら
見
つ

か
っ
た
た
め
、
水
に
関
す
る
お
守
り

や
魔
よ
け
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

 

中
世
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
？

　
犬
形
土
製
品

出
土
が
非
常
に
め
ず
ら
し
い

 

赤
間
石
の
硯

　広根遺跡の南西方向、猪渕
川の対岸に位置し、平成 24
年より発掘調査が行われてい
ます。

出土した暮らしの跡
◆掘立柱建物跡 1 棟
◆畑の跡
◆木棺墓、土

ど そ う ぼ

葬墓
●瓦

が き わ ん

器椀、青
せ い じ わ ん

磁椀、白
は く じ わ ん

磁椀
●中国製の施

せ ゆ う と う き

釉陶器耳
じ こ

壺
　これらは、鎌倉時代に存在
し、当時の名主層の屋敷で
あったと考えられます。
　床面積約 83.4㎡を誇る大
型の建物跡ですが、なぜ日当
たりの悪い北向き斜面に住居
を構えていたかなど謎の多い
遺跡です。
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◀
３
月
８
日
、
阿
古
谷
小
学
校
で
「
だ
ん
ま

る
の
紙
芝
居
」
が
開
催
さ
れ
、
全
校
児
童
と

教
師
・
保
護
者
が
校
庭
で
昔
懐
か
し
い
紙
芝

居
を
楽
し
み
な
が
ら
鑑
賞
し
、
だ
ん
ま
る
さ

ん
の
巧
み
な
お
話
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

▶
３
月
７
日
、
猪

名
川
小
学
校
６
年

児
童
に
よ
る
「
あ

り
が
と
う
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
イ

オ
ン
猪
名
川
店

３
階
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
観
客

の
前
で
緊
張
し
た
面
持
ち
の
児
童
た

ち
で
し
た
が
、
堂
々
と
歌
や
演
奏
を

ア
ン
コ
ー
ル
も
含
め
６
曲
を
披
露
し

ま
し
た
。

◀
３
月
19
日
、
阿
古
谷
小
学

校
で
最
後
の
卒
業
式
が
開
催

さ
れ
、
10
人
の
卒
業
生
が
在

校
生
・
教
師
・
保
護
者
・
地

域
の
人
々
な
ど
多
く
の
参
加

者
に
見
守
ら
れ
る
中
、
学
び

舎
を
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

同
小
学
校
は
、
創
立

１
４
０
周
年
の
歴

史
に
幕
を
閉
じ
、

４
月
か
ら
松
尾

台
小
学
校
に
統

合
さ
れ
ま
す
。 ▲

２
月
22
日
、
町
の
各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た

人
や
団
体
を
表
彰
す
る
町
表
彰
式
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

地
域
の
発
展
と
住
民
福
祉
に
貢
献
の
あ
っ
た

３
人
に
「
ツ
ツ
ジ
賞
」、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
貢

献
し
た
１
人
に
「
ス
ポ
ー
ツ
賞
」、
ま
た
、
各

分
野
で
貢
献
の
あ
っ
た
５
人
と
２
団
体
に
「
感

謝
状
」
を
贈
り
ま
し
た
（
順
不
同
・
敬
称
略
）。

【
ツ
ツ
ジ
賞
】
上
田
政
夫
・
坂
井
征
雄
・
奥
村

眞
事　
【
ス
ポ
ー
ツ
賞
】
松
村
航
希　
【
感
謝

状
】
猪
名
川
荘
苑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
・
大

石
英
敏
・
三
浦
市
三
郎
・
岸
岡
洋
一
郎
・
増
田

郁
雄
・
藤
本 

守
・
フ
ラ
ワ
ー
ク
ラ
フ
ト 

ア
ン

猪名川小学校がありがとうコンサートを開催

菜の花が満開、桜ももうすぐ…

▲▶ 2 月 24 日、中央公民館で
第 11 回公民館フェスタが開催
され、公民館を拠点とする公
民館登録グループが、日頃の
活動の成果を発表しました。
　約 800 人の参加者は、絵画・
陶芸・手芸などの展示や詩吟・コーラス・大正琴・
ギター・マンドリンなどの演奏を楽しみました。

町表彰式で 9 人と 2 団体を表彰

◀
３
月
10
日
、
い
な
ぼ
う
が
ノ
エ
ビ
ア
ス
タ
ジ

ア
ム
神
戸
に
行
き
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
リ
ー
グ
の

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
を
会
場
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
と

も
に
応
援
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
場
外
の
観
光
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
で
は
、
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
春
雨
セ
ッ
ト
の
試
食
で
猪

名
川
町
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

公民館フェスタに 800 人集う

◀ 1 月 27 日、米国立スミソニアン博物館が小惑星 19230 を
学名「Sugazi」と命名（写真中央が認定証）されました。こ
れは、猪名川天文台田中須

す が じ

賀治台長（写真右）の功績を称え、
命名提案者山田義弘さん（写真左）から提案があったものです。
　この小惑星は平成 5 年に円舘金さんと渡辺和郎さんが発見
し、直径約 11.5km、3.25 年で太陽の周りを回っています。

小惑星に「Sugazi」と命名

阿古谷小学校に「だんまるの紙芝居」登場！

阿
古
谷
小
学
校
で
最
後
の
卒
業
式

い
な
ぼ
う
が
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
を
応
援
！

楊
津
小
学
校
で

　
　「
ほ
ん
も
の
体
験
学
習
」

▼
２
月
21
日
と
28
日
に
、
楊
津

小
学
校
の
「
ほ
ん
も
の
体
験
学

習
」
で
、
跳
び
箱
教
室
と
縄
と

び
教
室
が
開
催
さ
れ
、
全
校
生

徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
講
師
の
指
導

員
か
ら
跳
び
箱
の
手
の
つ
き
方

な
ど
を
学
び
、
き
れ
い
に
跳
べ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
縄
と

び
で
は
、
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
に
も

挑
戦
し
ま
し
た
。

▼県道川西篠山線の沿道で
は、菜の花が黄色いじゅう
たんのように咲き誇り、桜
の開花も間近です。


